
ウスベニキリガ 要調査

種の概要

（画像無し）

国内分布
北海道、本州、四国、九州

県内分布記録
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特記事項

保護上の留意点

兵庫県：

Orthosia cedermarki 環境省：

開張35～40mm程度。前翅は暗赤褐色、後翅は白色で外縁付近は紅
色。♂の触角は微弱な鋸歯状、♀では糸状となる。主に低地に生息
し、4月～5月に成虫が見られる。生態の詳細は不明。
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学術性

神戸市、西宮市、宝塚市、西脇市、佐用町、南あわじ市

人為性

個体数が少なく、平地性のキリガの中では得にくい種のひとつ。


